
　
　
「
↓
力
月
た
っ
て
ち
救
急
患
者
が
１
日
に
約
２

０
０
人
。
6
0
～
8
0
人
だ
っ
た
普
段
と
比
べ
、
異
常

な
状
況
が
続
い
て
い
る
」

　
宮
城
県
第
２
の
都
市
、
石
巻
市
の
沿
岸
都
か
ら

約
５
ご
。
石
巻
赤
十
字
病
院
は
、
約
４
０
０
の
病

禾
を
持
つ
災
害
拠
点
病
院
だ
。
宿
院
の
ゼ
ネ
ラ
ル

マ
ネ
ジ
ャ
ー
で
外
科
医
の
石
井
爪
医
師
（
4
8
）
が
、

患
者
の
対
応
に
追
わ
れ
続
け
る
現
状
を
問
か
す
。

　
津
波
に
運
ば
れ
た
ヘ
ド
ロ
が
土
ぼ
こ
り
と
な
っ

て
舞
う
被
災
地
。
瞰
し
い
環
境
下
で
、
人
々
は
が

れ
き
の
片
付
け
を
し
な
が
ら
暮
ら
す
。
搬
道
者
の

大
半
は
、
せ
き
が
悪
化
し
肺
炎
や
気
管
支
炎
を
発

庶
し
た
患
者
。
治
歿
後
に
帰
宅
し
て
も
、
再
び
運

ば
れ
て
く
る
ケ
ー
ス
が
多
い
。

　
石
巻
市
は
最
近
に
な
っ
て
「
継
続
的
に
医
療
態

勢
を
確
保
す
る
た
め
の
方
策
」
　
（
石
井
医
師
）
を

構
築
。
全
国
各
地
の
医
療
機
関
や
医
師
会
か
ら
派

遣
さ
れ
た
応
援
チ
ー
ム
が
、
所
属
機
関
ご
と
に
蛸

の
地
区
に
分
か
れ
て
道
程
所
な
ど
で
診
察
に
あ
た

る
。
「
よ
匹
後
の
と
三
戸
で
あ
る
赤
十
学
府
院

の
負
担
を
威
ら
す
た
め
て
も
あ
る
」
と
石
井
医
師
。

　
コ
几
多
い
日
に
は
士
２
０
０
人
を
超
え
る
患

者
が
集
中
し
た
初
斯
段
階
へ
の
対
応
に
は
課
題
が

残
っ
た
。
こ
の
時
期
の
応
援
部
隊
の
主
力
は
、
阪

神
大
震
災
を
敦
割
に
岫
設
さ
れ
、
発
生
脂
時
間
以

内
に
救
兪
治
療
に
当
た
る
災
害
派
遣
医
療
チ
ー
ム

　
言
Ｍ
Ａ
Ｔ
）
な
ど
。
だ
が
関
係
者
に
よ
る
と
、

現
場
に
必
要
な
医
療
と
の
問
に
ミ
ス
マ
ッ
チ
が
生

じ
た
部
分
ち
あ
っ
た
と
い
う
。

　
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
が
本
来
想
定
し
て
い
る
の
は
倒
壊
家

屋
の
下
敷
き
に
な
り
、
重
傷
者
が
多
か
っ
た
阪
神

大
震
災
の
よ
う
な
状
況
。
災
古
詩
特
有
の
外
傷
で
、

r霖滝急患減らぬ非常事態
庶
状
が
激
し
い
「
急
性
斯
」
の
医
療
だ
。

　
だ
が
現
場
で
求
め
ら
れ
た
の
は
、
症
状
は
安

定
し
た
も
の
の
引
き
続
き
ケ
ア
が
必
要
な
「
慢

性
期
」
の
患
者
へ
の
対
応
。
現
地
に
入
っ
た
医

師
は
「
八
つ
回
は
、
所
論
す
れ
ば
死
亡
か
無
傷
と

い
う
状
況
。
水
に
頃
か
っ
て
低
体
温
症
に
な
っ

た
人
が
多
く
［
不
来
汪
務
］
の
機
会
は
多
く
な

か
っ
た
」
と
振
り
返
る
。

　
国
府
院
は
４
日
か
ら
一
般
の
外
来
診
療
を
再

開
し
た
ぺ
強
い
余
震
が
続
ぺ
引
き
続
き
ス

タ
ッ
フ
は
緊
張
状
態
を
強
い
ら
れ
る
。
石
井

医
師
は
「
災
害
は
脂
時
間
で
は
決
言
し
な
い
。

ぞ
の
後
を
見
据
え
た
災
害
医
療
の
往
り
方
を
、

国
を
挙
げ
て
考
え
る
必
要
が
あ
る
一
と
指
摘
し
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